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研究背景研究背景
クラシックギター作りは,職人の勘や経験
に 基づいた,手作業がほとんどである.

問題点

・伝統の継承が難しい.
・明確な音の評価基準がない.

研究対象のギター
・1988年第4回パリ国際ギター製作コン
クールで第一位を受賞

Sakurai Special 表面板

・艶やかな音を奏でる

・低音での音量が物足りない

音の鳴り方音の鳴り方

加振
振動エネルギーの流れ

音響エネルギーの流れ

弦の振動

振動エネルギーが表面板に伝わる

側面板を伝い、裏面板まで
振動エネルギーが伝わる

共鳴室内で空気が振動す
る

表面板から音が放出される

裏面板から音が放出される

サウンドホールを通って音が放出され
る

図.振動・音響エネルギーの流れ
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